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概  要 

 

堀田研究室では 2013 年からディープラーニングの研究を開始し、対象識別、対象検出、セグメンテーシ

ョン、対象追跡、動画像認識、外観検査、顕微鏡画像の解析などの様々な画像認識課題において有効

性を示してきた。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

 

本技術の 

有用性 

人工知能という言葉が一人歩きしているが、その中身を紐解けば、ディープラーニングを用いた画像認識、

音声認識、ロボット制御の精度が向上していることを指している。つまり、ディープラーニングの進展が人工

知能ブームの本質である。 

 堀田研究室では 2013年からディープラーニングの研究を開始し、対象識別、対象検出、セグメンテーシ

ョン、対象追跡、動画像認識、外観検査、顕微鏡画像の解析などの様々な画像認識課題において有効

性を示してきた。図１は細胞画像から重なりのある粒子を検出した例である。通常のﾃﾞｨｰﾌﾟﾗｰﾆﾝｸﾞでは重

なりがあるとうまく認識できないが、投票に基づく提案手法により粒子の中心だけを正しく検出できている。 

 以前は難しくて手が付けられなかった問題も認識技術が進展した今なら解ける可能性があります。しか

も、図２のように基本的には入力画像と教師のセットを与えれば学習できます。我々の研究室では図３に示

すような複数のネットワークを適応的に利用する方法などを提案し、学習の効率化や精度の向上を実現し

てきました。是非、解きたい問題だけでなく、精度や時間などの具体的な目標も併せてご相談下さい。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

    

図１：重なりのある粒子も検出可能   図２：ディープラーニングの    図３：複数のネットワークの 

（左は入力画像、右は検出した中心）     イメージ図              適応統合 
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